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□調査報告□ 

看護学生の臨地実習における対人関係の認識 
－1 年次と 3 年次における比較調査から－ 

小野寺 幸子* 

抄 録 

看護学生の臨地実習における対人関係の認識について調査し学年間の違いについて分析した。対象学生

は 1 年生 5 名と 3 年生 5 名で半構成的面接によりデータを収集した。結果，①実習における対人関係につ

いての認識は 1 年生では患者との関係についての語りが多く，3 年生では看護師との関係に関するものが

多かった。②患者との関係については，1･3 年生ともに患者を大事に思う気持が基盤になっているが，1 年

生は患者から学ぶという関係，3 年生は患者を援助するという関係を認識していた。③看護師との関係に

おいては，1 年生は看護師を自分とは能力が異なる存在として認識し，3 年生では否定的な関係の認識が多

く語られていた。 
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Ⅰ．はじめに 

臨地実習（以下，実習と略す）の現場は流動的

であり，看護学生（以下，学生と略す）は変化す

る環境の中で実習の目的・目標に添いながら学習

を重ねている。実習において期待される成果は知

識，技術，態度と価値観など様々である。それら

の中でも実習の現場における患者や看護師との人

間関係の形成は実習の場でしか学べないことであ

り，実習における独自の学びといえる。 

J.レイヴと E.ウエンガーら（1995）は実践の場に

おける学習を正統的周辺参加（Legitimate Peripheral 

Participation：LPP）という概念で提唱している。正

統的周辺参加では，そこで行われている活動に主

体が参加すること自体が学習であり，周りの人々

や環境との関係性やそこでの変化が学習に影響を

与えていると考える。この概念は学習と意図的教

授とを根本的に区別し，学習を社会的実践の一部

としてとらえる。つまり，実習目的・目標の到達

にむけて教師側が一方的に教え導く見方とは異な

り，学生の現場の活動への参加が学習であり，患

者や看護師などとの関係形成も，学習において重

要であることを指摘している。 

従って，学生が患者や看護師をどう対象化し，そ

の関係を学生自身がどのように理解したかについ

て学生の語りに基づき明らかにすることは，実習に

おける学びを理解する上で意義あるものといえる。 

レイヴらのいう「正統的周辺参加」の枠組みに

おいては，初心者は初心者としての立場で，現場

における活動のごく一部を担いながら，いわゆる

プロの看護師の行う看護を目指し，周辺から近づ

いていくという｢周辺から中心に向かう」活動へ参

加している。このような参加の形式は，学生が能

動的に現場での役割を獲得し学習の意味を見出す

という意味で，教師側が教え導くだけの学習とは

異なる側面をもつといえる。 

このことをカリキュラムの視点より考えると，
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現場における学習は顕在的カリキュラムである実

習目的・目標と同時に，学生側がその場の状況や

雰囲気から学びとる潜在的カリキュラムの両側面

を含むと考えられる（鹿毛ら 1997）。従って，現場

での学生に対する患者や看護師の言動は学生側か

らの学びである潜在的カリキュラムとして，学生

に影響を与えていると想定される。実際に学生は，

現場における患者との関係や看護師との関わりか

ら，その雰囲気を感じ取り，自分自身の立場を調

整し，周りとの関係を形成する傾向にあった。（小

野寺 2005，2006） 

実習における学生の学びについて，知識・技術

の到達，患者との関係や患者の理解などから捉え

た研究は多い。しかし，患者や看護師との関係を

実践現場への参加過程ととらえ，学習の視点より

検討した研究は未だ見られない。看護師や指導者

との関係については，指導者の暴言や態度が学生

の心傷体験となっている研究（新山，佐藤 2004）

や，学生が指導者から受ける否定的ケアリング体

験をアンケート調査し，体験の内容を明らかにし

た研究はある（田村ら 2004）。しかし，それらの体

験が実践現場への参加や潜在的カリキュラムとし

てどのように機能しているか，という視点より検

討した研究は見られない。従って本研究では，い

わゆる看護の初心者である学生の 1 年生と 3 年生

が，実習現場における対人関係をどのように認識

しているかを明らかにし，その関係から現場への

参加過程の相違を検討し，実習における学生の学

びや実習指導のあり方について提言する。方法と

して学生の体験の語りをデータとし，質的分析を

行った。 

 

Ⅱ．研究目的 

1．学生が臨地実習における対人関係をどのように

認識しているか明らかにする。 

2．学生が語る対人関係について，参加と学習の視点

から分析し実習指導のあり方について提言する。 

 

Ⅲ．研究方法 

1．調査方法 

1）対象 

研究の対象者は A 看護専門学校の 1 年生 5 名と

3 年生 5 名の計 10 名である。学生達は 1 つの看護

専門学校の学生で，2 つの実習施設での実習を経験

した。1 年生は初めての病棟実習で入院患者を受け

持ち援助する実習である。3 年生は各論実習の成人

看護学実習・高齢者看護学実習・母性看護学実習

など特定の実習科目の実習で，1 年生と比較し実習

期間も長く，患者や看護師と関わる場面も多く経

験している。 

2）実習内容の概要 

（1）1 年次（基礎看護学実習） 

実習目的； 患者と応対ができ，日常生活の援助

を行う。 

実習期間； 2005 年 1 月～2 月の間の 4 日間 

実習方法； 患者を受け持ち，患者に必要な援助

を見出し実施する。 

（2）3 年次（各論実習） 

実習目的；患者に必要な看護をアセスメントし，

看護計画に基づき看護を行う。 

実習期間；2003 年 2 月～12 月 

実習方法； 成人看護学実習，高齢者看護学実習，

母性看護学実習など 7 実習科目を順

次行い，2～3 週間患者を受け持ち，

看護計画を立案し看護を行う。 

3）調査時期 

1 年次： 2005 年の 1 月～2 月の期間で，基礎看護学

実習終了後 2 週間の間にインタビューを

実施した。 

3 年次： 2003年 3月～7 月の期間で各論実習 7クー

ルのうち 1～4 クール実習終了後，3 日か

ら 18 日の間にインタビューを実施した。 

4）データ収集方法 

学生個別の 1 時間から 1 時間半に及ぶ半構成的

面接を実施した。面接時は会話を録音すると同時
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に必要に応じて筆記記録を取った。 

5）インタビュー内容 

実習における他者との関係を中心に下記の質問

項目を構成した。 

（1） 実習場の雰囲気についてどう感じました

か？ 

（2） 患者さんとの関係はどうでしたか？ 

（3） 看護師や実習指導者との関係はどうでした

か？ 

（4） 教員との関係はどうでしたか？ 

（5） 実習グループメンバーの学生との関係はど

うでしたか？ 

などの内容について，順不同で学生の関心や話

の流れに添って尋ねた。追加質問として，それは

なぜですか，その時どう思いました，そのことを

具体的に話して下さい等，学生の経験を掘り下げ

るための質問を適時加えながら行った。 

 

2．分析方法 

データの分析については質的データを体系的に

まとめる際に用いられるグラウンデッド・セオリ

ー・アプローチを援用した（山本ら 2003，ウヴェ･

フリック 2004）。 

1）インタビュー内容を精読し逐語録を作成する。 

2）一文または意味の固まりをコード化しコード名

をつける。コード名の作成にあたっては，研究

指導教員と調査者 2 名で実施した。 

3）コード化したデータを抽象化しサブカテゴリー，

カテゴリー，主要なカテゴリーを抽出した。 

データの抽象化にあたっては，インタビュー内

で学生の表現を用いる生活内コードを採用し（フ

リック 2004），学生の意味づけをできるだけ忠実に

するよう留意した。具体的な例としては，学生の

「初めてのことが多くて，頭の中は真っ白でどう

話したら良いか分からずすごく緊張した」という

発話から「最初は緊張と不安があった」というコ

ード名を名づけた。次に類似する内容のコードを

集めて『緊張したが受け入れてくれた』というカ

テゴリーを生成し，更に他の類似する内容のカテ

ゴリーをまとめた結果，【患者を思い患者から教わ

る】という主要なカテゴリーを生成した。 

分析内容の信頼性に関しては研究の指導教員と

共に分析し，データのカテゴリー化と抽象化を行

った。また適時大学院の研究会で報告し，スーパ

ーバイザーの意見を得，カテゴリーの妥当性を確

認していった。 

 

3．倫理的配慮 

学生の臨地実習における体験の語りをデータと

しているため，学生個人への了解を求め，学生に

対して何時でも発言を辞退できること，評価と関

係がないこと，本研究以外ではデータを使わない

ことなどを説明し了解を求めた。また，調査者と

対象である学生の所属している教育機関の倫理審

査会の審査と国際医療福祉大学倫理小委員会の審

査を経ている。 

 

Ⅳ．結果 

学生のインタビュー結果を全てコード化した結

果，全体で多いコードは【患者との関係（コード

数 82；35.5%）】【看護師との関係（コード数 76；

32.9%）】であった。 

1）1 年生の対人関係についての認識（表 1） 

1 年生の面接データの全コード（118）を意味関

係のあるものへと分類した結果 29 のサブカテゴリ

ーへ収斂された。さらに抽象化を図り 15 のカテゴ

リー，最終的に 4 つの主要なカテゴリーが抽出で

きた。主要なカテゴリーの内容は，患者や看護師

などとの関係について学生の認識であり，【患者を

思い患者から教わる】【看護師の関わりはモデルに

なるがつらい思いも感じ対処している】【看護師に

なりたいと思うが今は遠い存在】【その他】と分類

された。 
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【患者を思い患者から教わる】 

患者との関係においては「うまくできず患者に

気をつかわせてしまった（コード数 18，以下数値

のみ記載）」がもっとも多い。ついで「話や援助が

できてうれしい（7）」「患者から教わる（7）」であ

った。これらは『ケアができうれしい』や患者に

『気遣わせてしまったが患者から教わる』という

学生の患者に対する受け止めが伺える。また，「最

初は緊張と不安があった（4）」という気持ちのな

かにも「患者は優しく受け入れてくれ，自分でも

やれると実感した（4）」と，患者の気持ちに支え

られながら自己肯定感を感じている。他に「患者

の思いを感じる（5）」などがみられた。患者との

関係のカテゴリーとして【患者を思い患者から教

わる】という認識へ収斂された。 

【看護師はモデルになるがつらい思いも感じ対処し

ている】 

看護師との関係では「指導には厳しさも必要

（4）」「看護師の指導がモデルになる（5）」と看護

師の指導への受け止めが表現されている。また，

「看護師の言葉に驚いた（5）」「つらい思いや不安

を感じる指導がある（2）」と否定的な関係の経験

もある。このような看護師との関係を通しながら

「看護師への対処が分かった（6）」としており 4

日間という短期間のなかで学生は【看護師はモデ

ルになるが，つらい思いも感じ対処している】と

いう関係があることが推察される。 

【看護師になりたいと思うが，今は遠い存在】 

学生は患者や看護師と関わるなかで，看護師と

いう仕事を位置づけ自分と比較する機会も多い。

「看護師には才能と努力が必要（4）」「プロの看護

師は動じない（3）」と看護師を高く評価し，自分

とはかけ離れた存在として受け止め，【看護師にな

りたいが，今は遠い存在】として学生である自分

と距離をおいて認識している。 

【その他】 

「教員がいると安心する（6）」「グループメンバ

ーとは支え合う関係（6）」と両者との関係は肯定

的に保たれていた。また，周りとの関わりのなか

で「自分の性格傾向に気づく（6）」者もいた。病

棟の雰囲気について「ナースステーションでは邪

魔かな（2）」と気遣いつつも，看護師同士の連携

から病棟の雰囲気を感じ取ってもいる。 

2）3 年生の対人関係についての認識（表 2） 

3 年生の面接データの分析結果からは，113 のコ

ード，37 のサブカテゴリー，14 のカテゴリーと 5

つの主要なカテゴリーが得られた。 

 

表 1 1 年生の対人関係についての認識 

カテゴリー サブカテゴリー コード数

ケアができ
うれしい

話や援助ができうれしい 7

うまくできず患者に気を遣わせてし
まった

18

ちゃんと話せるか不安だった 2
患者から教わる 7
患者を通し家族のことを思う 2
患者には敬語や優しい言葉で 1
最初は緊張と不安があった 4
患者は優しく受け入れてくれ自分で
もやれると実感した

4

患者の思いを感じる 5
患者が近づいてくる感じ 1

患者の状態 患者の状態のこと 1
52

指導には厳しさも必要 4
指導態度は看護師による 1
看護師の指導がモデルになる 5
つらい思いや不安を感じる指導があ
る

2

看護師の言葉に驚いた 5
声をかけづらい 1
看護師への対処が分かった 6
看護師・指導者の見方が変わった 2

26
看護師や指導者より患者に近づいた
感じ

3

看護師は怖いイメージがある 1
看護師には才能と努力が必要 4

プロの看護師は動じない 3
看護師とし
ての将来像
を持つ

看護師になれるかな・なりたい気持
ちの高まり

7

18
教員の存在 教員がいると安心する 6
グループメ
ンバーとの
関係

グループメンバーとは支えあうよい
関係だった

6

自分の特性 自分の性格傾向に気づいた 6
ナースステーションでは邪魔かな 2
看護師の連携がとれ病棟の雰囲気は
良かった

2

22

118

厳しいがモ
デルになる

看護師への
否定的感想

看護師には
近づきにく
い

小計

コード数

雰囲気は良
いが気をつ
かう

看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
う

が
今
は
遠
い
存
在

小計

そ
の
他

小計

プロの看護
師の資質を
考える

患
者
を
思
い
患
者
か
ら
教
わ
る

小計

看
護
師
の
関
わ
り
は
モ
デ
ル
に

な
る
が
つ
ら
い
思
い
も
感
じ
対

処
し
て
い
る

主要なカ
テゴリー

1年生

見方や対応
が分かった

緊張したが
受け入れて
くれた

思いを感じ
る

気遣わせて
しまったが
患者から教
わる
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患者や看護師との関係についての 3 年生の認識

は【看護師は支えになるが，つらい思いや指導を

多く感じる】【患者のことを思い，援助する】【病

棟には学生受け入れの雰囲気を感じる】【学生の立

場を感じる】【その他】であった。 

【看護師は支えになるが，つらい思いや指導を多く

感じる】 

｢学生の居れる空間を作ってくれる（5）｣や「一

緒に考え見守ってくれる（3）」など『学生のこと

を考えてくれる』という肯定的関係がある反面，

「指導者の関わりにつらい思いを感じる（8）」や

「看護師の邪魔にならないようにする（4）」など，

『つらい思いを感じる』などの否定的関係が多い。

また，実習指導に対しては「指導方法がさまざま

（5）」「看護師により教え方や指導態度が異なる

（4）」「実習指導が実習の達成感や失望の原因にな

る（2）」など否定的な受け止めが多い。3 年生は 1

年生に比し，実習時間も多いため看護師と関わる

場面も多くなる。看護師との関係に関するコード

数 50 のうち，否定的関係の認識が 34（68%）を占

めており，支えにはなるがつらい思いを経験する

場面が多かったと認識している。 

【患者のことを思い，援助する】 

「患者の回復に関わることができうれしい（4）」

「失敗したことは繰り返さない（4）」など，行っ

た援助を通しての『患者を大事に思い援助する』

という関係が表現されている。「患者から声をかけ

待っていてくれる（5）」「ベッドサイドが居場所だ

った（2）」などは『患者が自分を受け入れてくれて

いる』との関係形成を実感し，患者との関係が学生

自身の気持ちの拠り所にもなっている者もいる。 

【病棟には学生受け入れの雰囲気を感じる】 

「病棟は学生を受け入れるか否かの雰囲気があ

る（6）」「病棟にはいろいろな雰囲気がある（4）」

と感じ，病棟の雰囲気が看護師に因ると感じ，学

生間において病棟の評判が実習に対する先入観に

もなると認識している。 

【学生の立場を感じる】 

「患者と看護師の両者の微妙なライン上にいる

感じ（7）」「学生と看護師は立場が違う（1）」と患

者や看護師との関係から学生という立場を認識し

表 2 3 年生の対人関係についての認識 

カテゴリー サブカテゴリー コード数

受け持ち患者のことが一番大事 1
患者の回復に関わることができうれ
しい

4

失敗したことは繰り返さない 4
患者理解の知識を学んだ 4
患者は1人1人個性がある 1
患者から声をかけ待っていてくれる 5
ベッドサイドが居場所だった 2
患者が持つ看護師への印象を話して
くれる

1

他患と関わる機会が広がる 2
よく分からなかったのは患者の病状
に因る

1

患者の年齢により関わりが難しい 1
患者の状態のこと 4

30
優しく丁寧な関わりをしてくれる看
護師の指導は受けやすい

4

一緒に考え見守ってくれる 3
学生の居れる空間をつくってくれる 5
医師・看護師の励ましは支えになる 2
学生から看護師へ積極的には関わり
にくい

2

指導者の関わりにつらい思いを感じ
る

8

看護師の邪魔にならないようにする 4
看護師に声をかけづらい理由がある 4
学生がうまく立ち回りにくい状況と
対応

3

苦痛である 1
担当看護師が気になる 1
看護師により教え方や態度が異なる 4
指導者の指導方法はさまざま 5

実習指導が実習の達成感や失望の原
因になる

2

実習後や将来の看護師像へつながる 2

50
病棟の雰囲気や評判は看護師の雰囲
気に因る

1

看護師の連携がとれ良い雰囲気を感
じる

2

病棟の評判が気構えの原因になる 2
病棟は学生を受け入れるか否かの雰
囲気がある

6

病棟にはいろいろな雰囲気がある 4
15

患者・看護
師間にいる
感じ

患者と看護師の両者の微妙なライン
上にいる感じ

7

看護師との
立場の違い

学生と看護師は立場が違う 1

8
教員の存在  教員は学生を安心させる 2
グループメ
ンバーとの
関係

グループメンバーとの関係は支えに
なったり，浮いていたり

5

自分の特性 自分の能力や特徴に気づく 3
10

113コード数

学
生
の
立
場
を

感
じ
る

小計

そ
の
他

小計

病
棟
に
は
学
生
受
け
入
れ

の
雰
囲
気
を
感
じ
る

病棟の雰囲
気に看護師
の影響を感
じる

雰囲気を感
じる

小計

看
護
師
は
支
え
に
な
る
が
　
つ
ら
い
思
い
や
指
導
を
多
く
感
じ
る

学生のこと
を考えてく
れる

つらい思い
を感じる

指導者によ
り態度や方
法が異なる

指導は実習
達成感や看
護師像へ影
響する

小計

主要なカ
テゴリー

3年生

患
者
の
こ
と
を
思
い
援
助
す
る

大事に思い
援助する

自分を受け
入れてくれ
ている

患者の状態

小計

，
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ていた。これは，患者の看護に関して看護師と思

うように話し合うことができない関係から生じて

いた。一方，1 年生は三者関係でなく，患者と自分，

看護師と自分という 2 者間での関係の認識に留ま

っていた。 

【その他】 

その他のサブカテゴリーとして，「教員は学生を

安心させる（2）」「グループメンバーとの関係は支

えになったり浮いていたり（5）」があった。実習

期間が長いため，学生同士の関係も時と状況によ

り変化していることが推察される。また，実習や

周りの人との関わりのなかで「自分の能力や性格

傾向に気づく（3）」者もいた。 

 

Ｖ．考察 

1．患者との関係における 1 年生と 3 年生の相違に

ついて 

1 年生は初めての病棟実習であり，患者との関係

に関するコード数が多く全体の約 44%を占め，

個々の学生において同様の傾向が見られた。初め

て病棟で患者を受け持ち援助するという実習の中

で，患者とうまく話ができない自分や，時間がか

かってしまう援助を通し【患者を思い，患者から

教わる】という関係を認識している。学生が患者

に対して感じている「気遣わせてしまった」「思い

を感じる」などは，相手を思いやる気持の表現で

あり，限られた援助場面のなかで，1 年生なりに患

者と相互作用を図り，場や空間を共有する経験の

中での関係形成といえる。 

3 年生は患者との関係に関するコード数は全体

の約 27%であった。実際の援助を通し患者の回復

に関われた喜びや，患者が自分を待っていてくれ

るという患者との関係を実感している。また，看

護師との関係から実習がつらかったと感じていた

2 名の学生は，実習が早く終了するよう願いつつも，

ベッドサイドが自分の居場所だったと患者に支え

られていた自分を実感している。このような「患

者から声をかけ待っていてくれる」や『自分を受

け入れてくれている』認識は，他者からの受容や

信頼関係につながる貴重な学びであり，このよう

な関係の形成を通して，現場における看護活動へ

参加していたととらえることができる。 

1 年生・3 年生共に患者を大事に思う気持を持ち

ながら，1 年生は未熟な自分に対し【患者から教わ

る】と受け止め，3 年生は患者の回復に自分も関わ

れた【援助】を実感している。レイヴとウエンガ

ーらのいう「正統的周辺参加」の概念は，初心者

は初心者という立場で活動への参加があるという。

つまり，実習において現場の看護活動へ学生が参

加するプロセスは，初めは活動のごく一部分を担

うという参加の仕方から，少しずつその患者に行

われている看護活動の全体へ近づいていくという

プロセスであり，その参加過程を学習と捉えてい

る。1 年生は 4 日間の実習のなかで患者への清拭や

環境整備など，看護活動のごく一部を担い実習に

取り組んでいる。しかし，自分の行っている援助

については【患者から教わる】という認識であり，

現場の看護活動へ参加はしているが学生自身の認

識は自分の未熟さや反省に留まっている。 

3 年生は 2～3 週間の実習期間のなかで患者の健

康回復への援助という看護目標のもとに，1 年生よ

りも密接に現場での看護活動へ関わり参加してい

る。3 年生の「患者の回復にかかわることができう

れしい」という経験は，自分が行った看護行為の

成果でもある。両学年とも患者に対する思いを持

ちながらも，3 年生の方が【患者のことを思い援助

する】という認識で，プロとしての現場の看護活

動へ近づいていく過程が推察される。 

 

2．看護師との関係における 1 年生と 3 年生の相違

について 

看護師との関係については患者との関係と同様，

1 年生・3 年生ともその関心は高かった。 

1 年生は【看護師との関わりはモデルになるが，つ
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らい思いも感じ対処している】という認識がみら

れた。看護師の指導をモデルとし，機敏な看護師

の仕事ぶりに自分はあのようにできるか不安だが

看護師のようになりたい気持が高まったと，自分

とかけ離れた存在として感じながらも将来の自身

の看護師像を考える機会となっていた。また，看

護師の学生に対する指導の厳しさは肯定しながら

も，患者に対する厳しい言葉使いは負のモデルと

して受け止めている。 

3 年生においては全体のコード数 113 のうち，看

護師との関係に関するコードが 50 と最も多く

（44%）を占め，その認識は【看護師は支えになる

が，つらい思いや指導を多く感じる】と肯定的関

わりと否定的関わりの両者の経験が多く挙げられ

ていた。「一緒に考え見守っている」「学生の居れ

る空間を作ってくれる」などの肯定的な関係の反

面，指導時の厳しい態度や無視される経験を「つ

らい思い」として表現している。 

学生が臨床指導者から受けるケアリング体験は

隠れたカリキュラムとして学生に価値あるメッセ

ージを送るという（ベヴィスとワトソン 2002）。従

って，学生が看護師から受ける攻撃的態度，冷た

い態度や威圧的態度などの否定的体験は学生の学

びにも影響することが考えられる。本調査におい

ても否定的な指導態度や指導方法が実習の達成感

や失望感へ影響し，将来の看護師像へ負のモデル

として写っていた。 

3 年生の実習目標は受け持ち患者の看護過程の

展開であり，病棟で行われている看護実践のなか

の一部に組み込まれながら，学生は 2～3 週間受け

持ち患者の看護に関わっている。学生は看護師か

ら指導を受けながら看護実践を行っていく過程で，

看護師との関係を形成していく。3 年生が経験して

いる看護師との肯定的関係である「学生が居れる

空間を作ってくれる」「一緒に考え見守ってくれ

る」などの経験は，看護師が学生の立場を考慮し，

現場の看護活動へ参加できるよう橋渡しの役割を

果たしているといえる。またこの事実は，正統的周

辺参加への鍵は初心者がいかに実践共同体へアク

セスできるかであり，指導者は学生に自分の概念表

象をうまく教え込むのではなく，むしろ学生が成長

できるよう適切な参加を準備する必要があるとい

うレイヴらの主張（1995）と共通するものと考える。 

また，看護師との否定的関係において 3 年生の 2

名の学生に「とにかく実習に行くのが辛かった」

「実習が早く終ることを願っていた」と，実習で

の失望について言及する傾向が見られた。本来現

場における学習に参加できるよう橋渡しをすべき

看護師との関係において，否定的関係の受け止め

が多かった 3 年生の結果は，学生の現場への参加

そのものを難しくする要因になっている可能性が

あるといえる。このような状況は，学生が現場の

看護活動に参加していく過程において，周辺から

中心を目指す際の障害，もしくは中心を目指さず

周辺に留まる参加を招いた可能性が考えられる。 

 

3．学生という立場の受け止めに関する 1 年生と 3

年生の相違について 

学生は実習において，患者や看護師などとの関

わりを通して，学生という立場や看護師としての

自己についても考えていた。1 年生では看護師とい

う職業や立場に関する 18 のコードから【看護師に

はなりたいと思うが今は遠い存在】の主要なカテ

ゴリーを抽出した。3 年生においては最終的に患者

と看護師の間にいる【学生という立場を感じる】

という認識へ収斂され学年による違いが見られた。 

1 年生の「看護師には才能と努力が必要」「プロ

の看護師は動じない」「看護師になれるかな・なり

たい気持ちの高まり」の認識は，自分と看護師の

間に一定の距離感を持ち，遠い存在として看護師

を感じつつも自分の将来像へと繋げている。1 年生

は看護師の能力と自分の未熟さを対峙させ，知

識・技術などの違いからその立場の違いを認識し

ており，理想の看護師像と自分を比較するなかで，



国際医療福祉大学紀要  第 12 巻 2 号（2007） 

－61－ 

学生である未熟な自分を認識していた。 

3 年生では受け持ち患者の看護について看護師

と共に考える関係がうまくとれていない学生が，

患者と看護師の間にいる自分という立場を表現し

ていた。例えば，看護師に批判的な患者の言動を

看護師に十分伝えることができず，看護師の状況

も分かるというジレンマから「患者と看護師の両

者の微妙なラインの上にいる感じ」と認識してい

る。これは，実習において学生自身の立場の認識

が不安定な状況であることが推測される一方，現

場の複雑な状況のなかに学生なりに適応している

側面とも捉えることができる。看護師との関係に

おいても 3 年生が 1 年生に比較し複雑な現場の状

況に対応し参加していることが推察される。 

 

4．教師・実習グループメンバーとの関係に関する

1 年生・3 年生の相違について 

実習グループメンバーや指導教員との関係も実

習への参加の認識へ影響しており，1 年生・3 年生

とも同様の結果であった。また，看護師との関係

がうまくいかないと実習グループメンバーで支え

合うなど他の人たちとの肯定的関係を形成し，周

りとの調和を形成していた。 

 

5．実習指導への示唆 

臨地実習において，学生が患者や看護師など周

りの人々と関係を形成していくプロセスは，実習

の場へ参加過程として捉えることができる。従っ

て実習指導においては，学生が周りの人々とどの

ような関係を形成しているかという視点から学習

を捉えていくことは意義がある。そのために指導

する側には，学生が現場での看護活動に参加でき

るような橋渡しの役割が求められる。渡邊（2000）

によると，学生と指導者との間における相互作用

において，指導者の指導上の悩みの理由に指導能

力（47.5%），学生との関わり（18.6%），学生との

対人関係（23.7%）があげられ，指導者自身も学生

との対人関係が指導上の悩みになっている実態を

指摘している。指導者は学生との関わりや対人関

係で，学生が現場へ参加できるようアクセスする

という役割から実習指導を振り返る必要もあると

考える。 

今回の調査では，看護師の患者に対する厳しい

言動や学生に対する乱暴な指導等，むしろ学んで

ほしくない看護師の行為やそれに対する否定的な

認識も現れていた。現場においていわゆる学んでほ

しくない負の学習モデルが多いと「たてまえと実際

の矛盾のなかで学生が悩む（鹿毛ら 1997）」ことに

なる可能性が高くなることも予測される。学生の活

動への参加のアクセスを支援する意味からも，看護

師など指導者は学生にとってモデルとなるような

良い対人関係を提供する意義があると考える。 

 

Ⅵ．結論 

1．実習における対人関係についての認識は 1 年生

では患者との関係についての語りが最も多く，

3 年生では看護師との関係に関するものが多か

った。 

2．患者との関係については，1･3 年生ともに患者

を大事に思う気持が基盤になっているが，1 年

生においては「患者から教わる」という認識，

3 年生では「患者を援助する」という認識であ

った。このことから 3 年生は看護師として看護

の実践へ参加しているという認識が 1 年生より

形成されていると考える。 

3．看護師との関係においては，1 年生は看護師を

自分とは能力が違う，近寄りがたい存在として

みている傾向があった。3 年生は肯定的な関係

より否定的な関係の認識が多く語られている。

また，3 年生は患者―看護師－学生という 3 者

間の関係も認識しており，現場の複雑な人間関

係に入り込んでいると伺える。 
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4．対人関係における学生の語りは学生の認識であ

り，学生自身が周りとの関係から感じ取ってい

る潜在的な学びである。指導する側は顕在的な

実習カリキュラムと同時に，対人関係は潜在的

な学びとして，学生の実習参加への要因と成り

得る側面を持つことを認識し指導することが

必要である。 

 

本研究の限界と課題 

本調査においては 2 実習施設 10 名の対象数であ

るためデータの代表性や信頼性を高めるための課

題が残る。またインタビューデータのコード化，

カテゴリー化によりテクストの本来の内容や個人

差が見えにくくなる恐れを含んでいる。インタビ

ューの限界として，学生が語った内容と実際の実

習での活動には相違がある可能性にも注意が必要

であろう。更に分析の妥当性および信頼性を保証

するため，本大学院教員と共に分析を行うなどの

手法を用いたが，今後は定量的分析など他の方法

論も援用しつつ更に検討する必要があるといえる。 
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